基礎統計（倉田先生）　2011年度期末試験の概観

倉田先生の試験問題には「持ち帰った試験問題をウェブ上に公開しないこと」とあるので、過去問をそのまま公開することはできません。が、どんな問題が出たのかを書くくらいなら問題ないだろうということで、そうしたいと思います。
問1　小問集合

(1) ６つの数字から成る単純な1次元データに対して、平均・分散・基準化変量・メジアン・変動係数を求める問題。データは{-1, -1, 0, 1, 1, 2}みたいな感じだったので、メジアンの定義をきちんと記憶しておくことが必要。

(2) 2次元データに対して、平均・分散・共分散が与えられ、そこから相関係数・回帰直線を求める問題。

(3) センター試験レベルの確率の問題。

問2　確率分布

(1) 単純な確率分布が与えられ、平均と分散を求める。【類題：教科書の問題4.3.3】
(2) ATMの利用時間が指数分布（※指数分布は、ある事象が起こるまでの時間を表現するのに適している）で与えられ、「ATM利用までの待ち時間が○○分以上になる確率を求めよ」という趣旨の問題。
問3　ポワソン分布にXが従うものとする。
(1) P(X≧●)を求める。

(2) Xの②Σ区間を求める。

(3) ポワソン分布を重ね合わせるとどうなるか？（答えのみ）

問4　正規分布にX、Yが従うものとする。

(1) P(X≦●)を求める。
(2) Yに従うデータを無作為にいくつか取り出した時、その平均が指定された範囲にある確率を求める問題。【類題：教科書の問題5.4.2、5.4.3】

問5　仮説検定【類題：教科書の例8.9】
問6　仮説検定・区間推定
正規母集団から取り出された無作為標本の大きさ・標本平均・不偏標本分散が与えられ、

(1) 母平均の検定を行う。

(2) 母分散の95%信頼区間を求める。
